
コールド・ドリンク・ディスペンサー 【パドルスター】
GT-5DN

　　　　　　　GT-5WN（業務用）

取扱説明書

このたびは、当社のコールド・ドリンク・ディスペンサー 「パドルスター」をお買い求
めいただきまして、まことにありがとうございました。

この商品を安全に正しくご使用いただくために、お使いになられる前に、この取扱説明
書をよくお読みのうえ安全にお使いください。

お読みになったあとは、大切に保管し必要なときにお読みください。

GT-5WN

GT-5DN
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安全上のご注意
ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

【注意喚起シンボルとシグナル表示の例】

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害＊の発生
が想定される内容を示します。

＊物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。

【図記号の例】

感電注意

△は、注意（警告を含む）を示します。
具体的な注意内容は、△の近くや中に絵や文章で示します。
左図の場合は「感電注意」を示します。

接触禁止

は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「直接手を触れないこと」を示します。

プラグを抜く

●は、行動の命令（強制）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「差し込みプラグをコンセントから抜く」を示します。

本製品をお使いになる前に
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 警 告

●据付け時の警告

●据付けは、お買上げ店または専門業者に依頼すること
ご自分で据付けをされ不備があると、感電、火災の原因になります。

●アース線を必ず接続すること
アース線はガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しない

でください。アースが不完全な場合は、感電の原因になります。

設備側にアース端子がない場合、電気工事士によるＤ種接地工事が

必要ですので、電気工事店に依頼してください。

●屋外で使用しないこと

雨水のかかる場所で使用されますと、漏電、感電の原因になります。

●湿気の多い所や、水のかかり易い場所に据え付けないこと

絶縁低下から漏電、感電の原因になります。

●本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、

それと同等の設備のある専用コンセントを使用すること

電源コードは途中で接続したり、延長コードの使用、およびタコ足

配線をした場合には、感電や発熱、火災の原因になります。

●電気工事は、「電気設備に関する技術基準」、「内線規定」に従って施

工し、必ず専用回路を使用すること

電源回路不良、容量不足や施工不備があると、感電、火災の原因に

なります。

●電源コードを傷つけないこと

加工したり、引っ張ったり、たばねたり、また重いものを乗せたり、

挟み込んだりすると、電源コードが破損し、感電、火災の原因にな

ります。

●改造は絶対におこなわないこと

改造をされると、液漏れや感電・火災の原因になります。

●修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理はおこなわないこと

異常動作をしてケガをしたり、修理に不備があると感電、火災など

の原因になります。	

専門業者

屋外禁止

湿気禁止

専用電源

電気工事

禁止

アース線接続

分解禁止

改造禁止

本製品をお使いになる前に
安全上のご注意



-	3	-

●操作時の警告

●移設・廃棄時の警告

●熱器具（ガスコンロなど）を乗せたり、熱

器具を周囲に置いたりしないこと

熱でプラスチックが溶けたり、火災の原因

になります。

●お使いのガス器具などがある場合、ガス器

具などからガスが漏れていたら、ガスの元

栓を閉めて、窓をあけて換気すること

電源プラグを抜いたりしますと、引火爆発

し危険です。

ガス栓閉

●機械内部の電気装置や配線にさわらないこ

と
感電の原因になります。

連絡

●移設は専門業者か、お買上げ店に連絡すること
据え付け不備があると、感電・火災の原因になります。	

●廃棄は専門業者か、お買上げ店に依頼すること
放置しますと、幼児などがケガをする原因になります。

●本機を使用中に専用電源 (漏電遮断器付

サーキットブレーカー )が『ＯＦＦ (切 )』

に作動したときは、お買上げ店に連絡する

こと

無理にレバーを『ＯＮ (入 )』にすると、

感電や火災の原因になります。

点検清掃

専門業者

●濡れた手で電源プラグなどの電気部品に触

れたり、本体のスイッチを操作しないこと

感電の原因になります。
濡手禁止

水掛け禁止

●電源プラグは、刃および刃の取付面にほこ

りが付着していないか定期的に確認し、ガ

タのないように刃の根元まで確実に差し

込むこと

ほこりが付着したり、接続が不完全な場合

は、感電、火災の原因になります。

プラグを抜く

●異常時は、電源スイッチを切り、電源プラ

グを抜くか、本機専用電源を『ＯＦＦ(切)』

にして、すぐにお買上げ店へ連絡すること

異常のまま使用を続けると感電、火災の原

因になります。

接触禁止

●本体に直接水をかけないこと

ショート、感電、錆、故障の原因になりま

す。

熱器具禁止

本製品をお使いになる前に
安全上のご注意
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 注 意

●据付け時の注意

●操作時の注意

●丈夫で平らな所に水平になるように据え付けること

据え付けに不備があると転倒、落下によるケガなどの原因になりま

す。

●本体を清掃するときや点検のときは、必ず電源スイッチを切り、電

源プラグを抜くこと

感電したり、ケガの原因になります。

●ボウルカバーは開けたままにしないこと

ほこりやゴミが入ると雑菌が繁殖し、健康障害の原因になります。

●ボウル前面の液面表示印「１８」を超える量の飲料を入れないこと

運転中にあふれて周囲を汚す原因になります。

●フォーセットレバーに必要以外、手や物を触れさせないこと

フォーセットより飲料が出っぱなしになり、周囲を汚す原因になり

ます。

●電源プラグは、電源コードを持って抜かないこと

必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っ張るとコー

ドが傷つき、火災、感電の原因になります。

●一週間以上ご使用にならない場合は、安全のため電源スイッチを

 『ＯＦＦ (切 )』にして、電源プラグを抜くこと

電源プラグやコンセント部にほこりが溜まって発熱、発火の原因に

なります。

●漏電遮断器は月に１回動作確認すること

漏電遮断器を故障のまま使用すると、漏電のとき動作せず、感電の

原因になります。	

水平据付

開放禁止

本製品をお使いになる前に
安全上のご注意

入れ過ぎ禁止

接触禁止

禁止

プラグを抜く

プラグを抜く

動作確認
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●操作時の注意

●転売や譲渡するときの注意

●可燃性のスプレーを近くで使用したり、可

燃物を置かないこと

発火の原因になります。

●本機の上に重量物や、水を入れた容器を置

かないこと

落下してケガをしたり、こぼれた水で電気

部品の絶縁が悪くなり、漏電の原因になり
ます。

●閉店後は、ボウル内の飲料（ジュース類）を抜き取ること

抜き取った飲料は、清潔な容器に入れて冷蔵庫で保管してください。

運転を止めてそのままにしておいた飲料は雑菌が繁殖し、健康障害の原因になります。

●このお使いになっている商品を他に売ったり、譲渡されるときには、新しく所有者となる方が安全な

正しい使いかたを知るために、この取扱説明書を商品本体の目立つ所にテープ止めすること 

●フォーセット、ボウル、ガスケット、パド

ル、クーリングタワーなど飲料に接する部

分は、毎日洗浄、清掃すること

洗浄しないと、雑菌が繁殖し、健康障害の

原因になります。

毎日洗浄

●空気の吸込口や吹出口に指や棒などを入れ

ないこと

内部でファンが高速回転しておりますの

で、ケガの原因になります。

●凝縮器を清掃するときは、フィンに直接手

を触れないこと

ケガの原因になります。

●ドレンパンにたまった廃液は、あふれる前

に捨てること

廃液があふれると、カウンターや床面を汚

す原因になります。

テープ止め

可燃物禁止

本製品をお使いになる前に
安全上のご注意

飲料抜き取り

禁止

●洗剤を使ったあとは、洗剤成分を十分に洗

い流すこと

洗剤成分が残っていると、飲料の味や香り

を悪くし、健康障害の原因になります。洗い流す

挿入禁止

ドレンパン

接触禁止

●ボウルに飲料（ジュース類）を入れるとき

は、必ずパドルを先に取り付けること

パドル軸の先端より液体が機械内部に入

ると、漏電や感電の原因になります。パドル取付け
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各部の名称とはたらき
本機は飲料 (ジュース類 )を冷却して展示、販売する機械です。

※GT-5DNとGT-5WNは、共通な使いかたです。
　上図はGT-5DNで説明しています。

本製品をお使いになる前に
各部の名称とはたらき

パドル
ボウルに入れられた飲料を
撹拌するためのものです。

凝縮器
ファンで冷やされた冷媒
ガスを液化します。

ファン
凝縮器を冷やします。

フォーセット
飲料の注ぎ口です。

ガスケット
ボウルとクーリングタワー
を密着させるものです。

レバー
飲料注出用のレバーです。

ドレンプレート
コップ置き台です。

ドレンパン
ボウルの外面等についた露
及び排水がたまる部分です。

ボウルカバー
ホコリ除けのための蓋です。

ボウル
飲料を収納する部分です。

パドル軸
パドルを回転させるための
軸です。

クーリングタワー
（冷却器部）
ボウルに入れられた飲料
を冷却する部分です。

メニュープレート
展示飲料のメニューカー
ドを差し込むことができ
ます。

電源スイッチ
機械を運転および停止をさ
せるためのスイッチです。

機械室カバー
この中は機械室で冷凍機や
電気装置が入っています。

【本体背面】
　※後面板を外した状態
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梱包内容一覧
パッケージには、次のものが入っています。足りない場合は、お買上げ店にお問い合せください。

内容物 GT-5DN GT-5WN

本体 １個 １個

ボウル １個 ２個

ボウルカバー １個 ２個

フォーセット 一式 １個 ２個

ノズル １セット ２セット

Ｏリング １個 ２個

ピンチューブ １個 ２個

本体 １個 ２個

ピンチ棒 １個 ２個

ピンチスプリング １個 ２個

ピンチ棒ホルダー １個 ２個

レバー １個 ２個

パドル 一式 １個 ２個

　パドルヘッド上下 １個 ２個

パドル １個 ２個

ガスケット １個 ２個

ドレンパン １個 ２個

ドレンプレート １個 ２個

洗浄ブラシ １本 １本

取扱説明書（本書） １冊 １冊

保証書 １部 １部

●梱包内容を確認したら　

　据付場所を確認してください
　本機を据え付ける場所を確認してください。
　据え付け時の警告と注意については、「安全上のご注意」（１ページ）を参照してください。

　本機を洗浄してください
　本機を組み立てる前に、ボウルやフォーセット、パドルなどを洗浄してください。
　洗浄方法については、「毎日のお手入れ」（13 ページ）を参照してください。

　本機を組み立ててください
　洗浄後、本機を組み立ててください。
　組み立てについては、「洗浄後の部品の組み立て」（17 ページ）を参照してください。

本製品をお使いになる前に
梱包内容一覧
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据付けについて
●	作業に支障がないように、十分なスペースを確保してください。

本機の周囲は、100mm 以上空けてください。

●	丈夫で平らな場所に水平になるように据え付けてください。
据付けに不備があると、転倒、落下によるケガの原因になります。

●	振動のない場所に据え付けてください。

●	凍結の恐れのある場所へは据え付けないでください。
周囲温度が０℃以下になる場所には据え付けないでください。飲料が凍結して容器の破損の
原因になります。

●	直射日光のあたるところや、周囲温度が32℃を超える高温の場所には据え付けないでくださ
い。
容器などが変形、色あせしたり、冷えが悪くなります。

●風通しの良い場所に据え付けてください。
風通しが悪いと、熱気がこもり、本機の寿命を短くしたり漏電の原因になります。

●	本機の電源は、専用の漏電遮断器付サーキットブレーカーもしくは、それと同等の設備のあ
る専用コンセントを使用してください。

●	本機は、コンセントに電源コードを接続した場合、コードに余裕があるように据え付けてく
ださい（電源コードの長さ：1.8m）。

●	水のかからないところに据え付けてください。
本体と電源コードに水がかかりますと、漏電、感電の原因になります。

●	アース線を必ず接続してください。
ガス管、水道管、電話のアース線、避雷針などには危険ですから絶対にアース線を接続しな
いでください。
設備側にアース端子がない場合、電気工事士によるＤ種接地工事が必要ですので、電気工事
店に依頼してください。

本製品をお使いになる前に
据付について

本体

１００mm以上 １００mm以上

１
０
０
m
m
以
上
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日常の操作の流れ
本機を使用した１日の作業の流れは次のようになります。

飲料を容器に入れます

電源を入れます
 専用コンセントに電源プラグを差し込んでください。
	 電源スイッチをＯＮにしてください。

	 自動的に冷却を開始します。

飲料を取り出します
 コップでフォーセットレバーを押すと、飲料が取り出せます。

ドレンパンの廃液を捨てます

各部を洗浄・清掃します
 運転を終了するときは、飲料をすべて抜き取り、電源スイッチ
	 をＯＦＦにしてください。

	 洗浄・清掃は毎日おこなってください。

１　操作のしかた
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●運転をするには

洗浄のために取り外した各部品を組み立てます。

１　ボウルカバーを開け、飲料 ( ジュース類 ) をボウルに入れてください。

２　ボウルカバーを閉めてください。

３　電源プラグを専用コンセントに差し込み、電源をＯＮにしてください。
 飲料の冷却を開始します。

GT-5WN は２つ電源スイッチが付い
ていますので、順番に入れてください。

４　ボウルカバーを閉めてください。
 （冷却能力は、仕様欄をご参照ください。）

・必ずパドルをパドル軸に取り付けてから入れてください。

・有効内容積は18Ｌですので、それ以上は入れないでください。

・ボウルには飲料（ジュース類）以外のものは入れないでください。ボウルやパドルの破損、機械の故
障の原因になります。

・粘度の高い飲料は使用しないでください。うまく撹拌されず、均一に冷えません。

・	ボウルに30℃以上の熱い飲料 (コーヒー、麦茶など )を入れないでください。機械が故障しますので、
冷ましてから入れてください。

①操作のしかた
日常の操作の流れ

3

6

9

12

15
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●飲料を取り出すには

１　コップを持ち、フォーセットレバーを押してください。
 飲料がコップに注がれます。

廃液がたまったら…。

ドレンパン内に廃液がたまったら、ドレンパンを取り出し、廃液を捨ててください。

ドレンパンにたまった廃液は、あ

ふれる前に捨ててください。廃液

があふれると、カウンターや床を

汚す原因になります。

飲料が少なくなったら…。

容器蓋を開け、飲料を継ぎ足してください。

・容器の飲料が残り１Ｌになる前に継ぎ足し

てください。１Ｌ未満になると、容器内

の飲料が凍る可能性があります。

①操作のしかた
日常の操作の流れ

ドレンパン

3

6

9

12

15

捨てる
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●運転を停止するには

１　運転を停止するときは、電源スイッチを
切り、電源プラグを抜いてください。

２　ボウル内の飲料をすべて抜き取ってください。

３　本機の洗浄・清掃をおこなってください。
 「２　お手入れについて」を参照してください。

ボウル内の飲料を抜き取るときには、清潔な容
器をレバーに押しつけてください。

抜き取った飲料は清潔な容器に入れ冷蔵庫で
保管してください。

①操作のしかた
日常の操作の流れ

運転を停止してすぐに運転を再開すると、冷凍機に負担が

かかり、故障の原因になります。必ず３分以上時間をおい

てください。
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毎日のお手入れ

●ボウルとボウル内の部品の洗浄
ボウル、ボウルカバー、パドル、フォーセット、ガスケットを洗浄します。

１　ボウルからフォーセットを取り外してください。

２　ボウルカバー、パドルを取り外してください。

・ボウル、ボウルカバー、パドル各部品、フォーセット各部品、ガスケット、ドレンパン、ドレンプレー
トをお手入れするときは、食器洗浄機や殺菌庫 ( 紫外線 )、消毒保管庫、乾燥機は使用しないでください。

　煮沸殺菌もおこなわないでください。
　樹脂の部品が変形したり、変色したりする恐れがあります。

・洗浄後、保管されている場合は、各部品にアルコール除菌剤をスプレーしてください。

・次亜塩素酸ソーダを含む除菌剤や電解酸性水は、部品の錆、および腐食の原因になりますので使用し
ないでください。

２　お手入れについて

・除菌洗浄剤は、下記のものを推奨します。

　除菌洗浄剤（無泡性）

　※入手が困難な場合は、弊社（株式会社	エフ・エム・アイ）にご注文ください。

・アルコール除菌剤は、下記のものが適当です。

　アルコール除菌剤……………「アルペットＥ」（サラヤ株式会社製）

●取り外したフォーセットパッキンは、無く

さないように注意してください。

●フォーセットを締め過ぎないでください。

	 フォーセットのネジ部分を破損する恐れが

あります。

ボウル

フォーセット取付口

フォーセットパッキンフォーセット す
押

パドル

パドル軸
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３　本体からボウルを取り外してください。

４　ボウルからガスケットを取り外してください。

５　ボウル、ボウルカバー、ガスケット、パドルを洗浄してください。
ボウル、ボウルカバー、ガスケットを除菌洗浄剤を入れて溶かしたぬるま湯で洗浄し、

洗剤成分が残らないように十分にすすいでください。

６　フォーセットを分解してください。

ガスケットは、洗浄の際、ツメなどで傷を付けないよう注意してください。傷が付きますと液漏

れの原因になります。

①レバーの先端を広げ、フォーセット本体の

ボスからレバーを外してください。

②左図のようにレバーを下方向に引いて外し

てください。

②お手入れについて
毎日のお手入れ

ボウル

クーリングタワー

ボウル

ガスケット

ボウル底面

ボス

②

①
①

ピンチ棒

レバー（後側）
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６　フォーセットを分解してください。
ピンチ棒ホルダーを反時計方向に９０°回し、
ピンチ棒ホルダー、ピンチスプリング、ピンチ
棒を取り外してください。

ノズルのつまみを反時計方向に少し回して、ス
トッパーを切り溝から外し、ノズルを引き抜い
てください。
(ノズルが固くて抜けにくいときは、左右に動
かしながら引いてください。)

ピンチチューブをノズルから外してください。

“Ｏ”リングをノズルから外してください。
(“Ｏ”リングを外す際は、右図のように指で、押
してたるませ、指の腹でねじて外してください。傷
がつきやすいので、決して爪や鋭利な器具などを用
いないでください。)

②お手入れについて
毎日のお手入れ

ノズル

"Ｏ"リングストッパー

ピンチチューブ

本体

レバー

ピンチ棒

ピンチ棒ホルダー

ピンチ棒スプリング

【フォーセット部品構成】

ピンチ棒ホルダー

ピンチ棒

ピンチ棒差し込み穴

ピンチスプリング

切り溝

ピンチチューブ

ストッパー

ノズル

本体

ノズル

ピンチチューブ

ノズル

“Ｏ”リング
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７　手順６で分解したフォーセットの部品を洗浄してください。
フォーセット本体、ピンチ棒、ピンチ棒スプリング、ピンチ棒ホルダー、レバー、ノズ
ルを除菌洗浄剤を入れて溶かしたぬるま湯で洗浄し、洗剤成分が残らないように十分に
すすいでください。

※“Ｏ”リングとピンチチューブはブラシで洗浄しないでください。

●クーリングタワーの清掃

１　クーリングタワーを拭いてください。

２　クーリングタワーにアルコール除菌洗浄剤をスプレーして除菌してください。

●ドレンパン・ドレンプレートの洗浄

１　ドレンパンを取り外してください。

２　ドレンパンとドレンプレートを食器用中性洗剤を使って洗ってください。
洗浄後は、洗浄成分が残らないように十分にすすいでください。

これで、ボウルやパドル、フォーセットやクーリングタワーなどの洗浄・清掃ができました。
次に洗浄のために取り外した部品を組み立てます。次のページに進んでください。

・除菌洗浄剤を入れて溶かした水で絞ったきれ
いな布で、クーリングタワーの汚れを拭いて
ください。

・汚れを拭き取った後は、水を含ませた布で２
～３回きれいに拭き、洗剤成分を完全に拭き
取ってください。

・ドレンパンを本体から取り外してください。

・ドレンプレートをドレンパンから取り外して
ください。

・ドレンパン内の廃液を捨ててください。

②お手入れについて
毎日のお手入れ

クーリングタワー

捨てる

ドレンプレート

ドレンパン
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洗浄後の部品の組み立て
洗浄のために取り外した各部品を組み立てます。

１　フォーセットを組立ててください。

ピンチ棒をフォーセット本体にセットしてく
ださい。

①ピンチ棒の先を水で濡らして、本体のピン
チ棒差し込み穴に差し込んでください。

※ピンチ棒の先に水を付けないと、ピンチ
チューブがよじれますのでご注意くださ
い。

②ピンチ棒の穴に、ピンチスプリングを差し
込んでください。

③ピンチ棒ホルダーをピンチスプリングにか
ぶせて押さえ、時計方向に止まるところま
で回して固定してください。

ノズルをフォーセット本体に差し込んでくだ
さい。

ノズルのストッパーが、フォーセット本体の切
り溝にはまるように差し込み、矢印方向に止ま
るところまで回してください。

ピンチチューブをノズルに装着してください。

②お手入れについて
洗浄後の部品の組み立て

ノズル

ピンチチューブ

切り溝

ピンチチューブ

ストッパー

ノズル

本体

ピンチ棒ホルダー

ピンチ棒

ピンチ棒差し込み穴

ピンチスプリング

ノズル

"Ｏ"リングストッパー

ピンチチューブ

本体

レバー

ピンチ棒

ピンチ棒ホルダー

ピンチ棒スプリング

【フォーセット部品構成】
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１　フォーセットを組立ててください。

２　フォーセットを本体に取り付けてください。

ボウルのフォーセット取付口に、フォーセット
パッキンを水で濡らしてはめ込んでください。

※フォーセットパッキンは２種類あります。

つぶ入りジュースのような果肉入り飲料の

場合は、穴の大きい方を、普通の飲料の場

合は、穴の小さい方を使用してください。

	 　穴の大きいパッキン…………内径１５㎜

	 　穴の小さいパッキン…………内径　９㎜

※２回転させたとき、フォーセットが垂直に

真下に向かず回りすぎる場合は、パッキン

が摩耗しています。

	 液漏れの原因になりますので新しいパッキ

ンと交換してください。（パッキンは弊社に

ご注文ください）

先に組立てたフォーセットを、左図の状態から
時計方向に２回転させてボウルに取付けてく
ださい。

レバーを取り付けてください。

①レバーの先端を広げ、フォーセット本体に
矢印の方向から差し込んでください。

②レバーの先端の穴を本体のボスにはめてく
ださい。

③レバーを２～３度押して、正しくセットで
きたか確認してください。

※レバーの前後を間違わないようにご注意く

ださい。

	 レバーを先に取付けると、ピンチ棒がセッ

トできませんので、順序を間違わないよう

にご注意ください

②お手入れについて
洗浄後の部品の組み立て

ボス
②

①

ピンチ棒

レバー（後側）

ボウル

フォーセット取付口

フォーセットパッキンフォーセット す
押
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３　ボウルにガスケットをしっかりと、はめ込んでください。

４　クーリングタワー ( 冷却器部 ) にボウルをはめ込んでください。

５　パドルをパドル軸にはめ込んでください。

入りにくいときは、ガスケットとクーリングタ
ワーの側面に水を付けると楽に入ります。
はめ込み後、クーリングタワーとガスケットが
密着しているかお確かめください。

パドル軸先端の形状 (四角形 )とパドルヘッド
内側の形状 (四角形 )が合うように正しくはめ
込んでください。

※はめ込みかたが悪いと空回りします。

矢印の方向に周囲を押し※印を密着する。

②お手入れについて
洗浄後の部品の組み立て

ボウル

ガスケット

ボウル

断面図

ガスケット

ボウル

クーリングタワー

指先で押す

クーリングタワー

※

パドルヘッド

パドル

パドル軸
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６　ドレンパンにドレンプレートを入れ、本体に差し込んでください。

汚れが目立つときのお手入れ
●外装のお手入れ

１　柔らかい布で本体を拭いてください。

２　汚れがひどいときは、中性洗剤を入れたぬるま湯で拭いたあと、洗剤成分
が残らないように水で拭き取ってください。

※本体外装は、ステンレス製ですが、お手入

れを怠ると錆びる場合があります。

②お手入れについて
洗浄後の部品の組み立て／汚れが目立つときのお手入れ

本体に直接水をかけないでください。

ショート、感電、錆、故障の原因に

なります。
水掛け禁止

ドレンプレート

ドレンパン
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３ヶ月に１回のお手入れ
●凝縮器のお手入れ
凝縮器のフィンにゴミやほこりがたまると、正常な運転が出来なくなり故障の原因となります。

１　後面板を取り外してください。

２　フィンを清掃してください。

３　後面板を元通りに、正しく取り付けてください。

①後面板下部の蝶ネジ（GT-5WN は２ヵ所 )
をゆるめます。

②後面板の下部分を手前に引きます。

③後面板を上方に持ち上げて取り外してくだ
さい。

空気の吸込口や吹出口に指や棒など

を入れないでください。内部でファ

ンが高速回転しておりますので、ケ

ガの原因になります。

お手持ちのブラシを使用して、左図のようにブ
ラッシングし、ゴミやほこりをきれいに取り除
いてください。

凝縮器を清掃するときは、フィンに

直接手を触れないでください。

ケガの原因になります。

後面板を外したまま運転しないでください。

故障の原因になります。

②お手入れについて
３ヶ月に１回のお手入れ

挿入禁止

接触禁止

②
①

③

蝶ネジ
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１ヶ月に１回の点検
●漏電遮断器の動作確認

１　漏電遮断器のテストボタンを指先で押してください。

２　『OFF( 切 )』に切り替われば正常に動作しています。

３　３分間待ってから、『ＯＮ ( 入 )』にしてください。

年に１～２回の点検
●アース線の点検

アース線が切れたり接続部が緩んでいませんか？
異常の場合は電気工事業者に修理を依頼してください。

●電源プラグの点検
次の項目を点検してください。

電源プラグが、専用のコンセントに入っていますか？
他の機器との共用を中止し、専用のコンセントを用意してください。

電源プラグや電源コードに異常な発熱や破損、重いものが乗ったり、
挟み込まれていませんか？
異常の場合は、すぐにお買上げ店へ修理を依頼してください。

電源プラグの刃と刃の取付面およびコンセントにほこりが付いてい
ませんか？
ほこりが付いている場合は清掃して取り払ってください。

レバーが『ＯＦＦ (切 )』に切り替わらないときは、漏電遮断器が故障しています。そのまま、す

ぐにお買上げ店へご連絡ください。

漏電遮断器を故障したまま使用すると、漏電のときに動作せず、感電の原因となります。１ヶ

月に１度は、漏電遮断器の動作確認をおこなってください。

②お手入れについて
１ヶ月に１回の点検

動作確認

アース線

電源プラグ刃
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故障かなと思われ修理を依頼する前に、次の項目を確認してください。

症状が改善されないときや、「手当」の欄に「お買上げ店へご連絡ください。」の症状の場合は、本機

の電源を切り、早急にお買上げ店までご連絡ください。

※ ご連絡の際は、本機の型式名、機番、お買上げ日、故障状況(できるだけ詳しく)をお知らせください。

状　　態 原　　因 手　　当

まったく冷えない
停電ではありませんか？ 通電するのを待ってください。

電源プラグが抜け落ちていま
せんか？

抜けているときは、コンセントに
差してください。

よく冷えない

周囲温度が 32℃以上になって
いませんか？

換気扇などで換気して周囲温度を
下げてください。

外部から熱気の影響を受けて
いませんか？ 熱源を遠ざけてください。

日光の直射を受けていません
か？

直射日光のあたらない場所に移設
してください。

本機の周囲に物を置いて風通
しを悪くしていませんか？ 物を取り除いてください。

凝縮器にゴミがつまっていま
せんか？ 凝縮器を清掃してください。

熱い飲料が入っていません
か？ 冷ましてから入れてください。

運転中に電源スイッチを
『OFF』、『ON』しませんでし
たか？

しばらく様子を見てください。
飲料が冷却されないときはお買上
げ店へ連絡してください。

パドルが回らない

電源スイッチを入れ忘れてい
ませんか？

電源スイッチを『ON（入）』にし
てください。

パドルとパドル軸のはめ込み
かたが悪くありませんか？ 正しくはめ込んでください。

異常音がする

運転中は機械の運転音の他にコンプレッサーの起動、停止時に動
作音がします。
これは異常ではありません。

床がしっかりしていますか？ 弱い場合はお買上げ店へ連絡して
ください。

据え付けが悪く、がたついて
いませんか？

水平で平らな所に据え付けてくだ
さい。

本機に何か触れた状態になっ
ていませんか？

接触している物を取り除いてくだ
さい。

修理を依頼する前に
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状　　態 原　　因 手　　当

ボウルのはめ込み部から飲料
が漏れたとき

ガスケットのはめ込みが悪く
ありませんか？

ガスケットをボウルにきっちりは
め込んでください。

ボウルのはめ込みが悪くあり
ませんか？

ボウルをクーリングタワーに正し
くはめ込んでください。

ガスケットが損傷していませ
んか？

損傷していれば交換してくださ
い。

フォーセット部から飲料が漏
れる

フォーセットパッキンを付け
忘れていませんか？

ボウルのフォーセット取付口に
フォーセットパッキンを取り付け
てください。

フォーセットの組立てかたが
悪くありませんか？ 正しく組み立ててください。

ピンチチューブに異物がつ
まっていませんか？ 異物を取り除いてください。

ピンチチューブが損傷してい
ませんか？

損傷していれば交換してくださ
い。

“Ｏ”リングが損傷していませ
んか？

損傷していれば交換してくださ
い。

クーリングタワーに霜がつい
たり、飲料が凍りつく

飲料が少なすぎではありませ
んか？

飲料が少なくなると、クーリング
タワーが露出して、霜がついたり、
凍りついたりすることがありま
す。このときは、飲料をつぎ足し
てください。

飲料水を冷却したとき、飲料
水からにおいがする －

飲料水 ( 水のみ ) を冷却する場合
は、ガスケットのにおいがする場
合があります。
その場合は、お買上げ店にへご相
談ください。（臭いのしない特殊
なガスケットをご用意していま
す。）

電源コードやプラグが異常に
熱くなる。 － お買上げ店へ連絡してください。

電源コードを折り曲げると通
電したり、しなかったりする。 － お買上げ店へ連絡してください。

モーターの回転が不規則で
あったり、止まったり、遅かっ
たりする。

－ お買上げ店へ連絡してください。

修理を依頼する前に



-	25	-

メ モ



-	26	-

メ モ



-	27	-

メ モ



-	28	-

品　　　　　名 コールド・ドリンク・ディスペンサー【パドルスター】

型　　　　　式 GT-5DN( １連式 ) GT-5WN( ２連式 )

外　形　寸　法 幅 323・奥行 435・高さ 600mm 幅 648・奥行 435・高さ 600mm

電　　　　　源 100V 50/60Hz

電　　　　　流 3.5 A ／ 3.3 A 7.0A ／ 6.6A

消　費　電　力 225W ／ 250W 450W ／ 500W

容　器　容　量 18L 18L+18L

温　度　調　節 サーモスタット式

冷　却　温　度 3℃ ～ 7℃

冷　却　能　力
室温 30℃、容量 18 Ｌ

25℃→ 4℃到達 約 130 分

室温 30℃、容量 18 Ｌ +18 Ｌ

25℃→ 4℃到達 約 130 分

冷　　　　　媒 R134a　115g R134a　115g × 2

撹　拌　方　式 パドル回転式

フォーセット ワンタッチレバー方式

圧　　縮　　機 100V 50/60Hz 143W/166W 100V 50/60Hz 143W/166W×2

電 源 コ ー ド 長さ：2 m

材		

質

本　　　体 ステンレス SUS430

ボ　ウ　ル ポリカーボネイト

質　　　　　量 18kg 36kg

※上記の仕様は、品質向上のため予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

仕様
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保証書（別添付）について
保証書の内容をよくお読みのうえ、必要事項を必ずご記入ください。
保証書から返信ハガキを切取っていただき、保証書は紛失にご注意され、お客様にて大
切に保管してください。
返信ハガキは商品ご購入後、１か月以内にご返信ください。

消耗部品
本商品の消耗部品は以下のものになります。

洗浄ブラシ パッキン類

"O" リング ガスケット

ボウル ボウルカバー

パドルの各部品 フォーセットの各部品

ドレンパン ドレンプレート

補修用性能部品の保有期間
補修用性能部品とは、本商品の性能を維持するために必要な部品です。

弊社では、本商品の補修用性能部品の保有期間は、販売打ち切り後8年とさせてい
ただいております。
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